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１．はじめに 

千葉県富里市日吉台地区は，1980 年代に建設されたニ

ュータウン地区であり，現在は高齢化が進んでいる。ま

た，地区内のバス路線の一部が廃止されたことで，自動

車に依存した移動となり，CO2 排出量が増加するなどの

問題が起きている。この問題の解決案として，走行時の

CO2 排出量がゼロで地区内の短距離移動に適しているグ

リーンスローモビリティ（以下，GSM）の導入が検討さ

れている。しかし，日吉台地区内における既存交通手段

から GSM へのモーダルシフトや新規の移動需要も含め

た GSM の利用ニーズは明らかになっていない。 

そこで本研究は，日吉台地区に GSM を導入した場合

の利用者数の推計を目的とした。 

２．既往研究の整理 

平野ら 
１）は，GSM の乗車経験が GSM の公道走行を

許容する意識や，外出機会，他者との交流機会を増加さ

せる社会的効果を示している。プラダンら 
２）は，現在

の自動車利用者が GSM にモーダルシフトすることで，

CO2が削減する効果を示している。しかしながら，既存

交通手段からGSMへのモーダルシフトに加え，GSM 導

入による新規の移動需要などを評価した既往研究は少

ない状況にある。 

３．研究方法  

３．１ アンケート調査の概要 

アンケート調査では，日吉台地区在住の 18 歳以上の

方（約 3,000 世帯）を対象に各世帯 3 部ずつ配布した

（表－１）。アンケートでは，GSM の利用意向や，GSM

での移動頻度，移動したい施設，既存の交通手段とその

転換の有無，などを尋ねた。なお，GSM の利用意向で

は，最大第 3 希望まで行きたい施設を尋ね，個人属性で

は，年齢や居住地，職業，免許保有の有無などを尋ねた。

このアンケートは，令和 4 年 11 月 1 日に配布してから

2 週間以内で回答して頂き，1,718 サンプルを収集した。 

表－１ アンケート調査の概要 
実施年月 令和 4 年 11 月 1 日（回答期限 2 週間） 
対象 日吉台地区在住 18 歳以上の方（約 3,000 世帯） 
配布方法 各世帯 3 部ずつ配布 

回答内容 
利用有無，GSM で行きたい場所（最大 3 つ） 
移動頻度，既存交通手段からの転換有無 
年齢・居住地・職業・免許保有等の個人属性 等 

サンプル数 1,718 サンプル（有効サンプル数：1,345） 

３．２ 本研究で設定した GSM の運行方法 

日吉台地区の GSM の運行方法や運行ルートは，富里

市と当該地区の住民協議会と協議して決定した（図－

１）。運賃は路線バスの民業圧迫を防ぐため，バス初乗り

運賃の 170 円を上回る額として 200 円を設定した。また，

ルートは地区内主要施設をはじめ，地区全体を網羅する

8 の字ルートとし，施設へ行く時間に合わせて，毎日 9:00

～11:30，13:30～17:00 の 30 分間隔の運行とした。 

 
図－１ 想定した GSMのルート 

（地理院地図引用・一部筆者編集） 
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３．３ 乗車区間ごとの時間帯別乗車人数の推計方法 

GSM の利用希望者の移動頻度および利用希望乗車区

間，乗車時刻のデータをもとに，1 日あたりの平均移動

頻度に換算し，乗車区間ごとの第 3 希望までの行きたい

施設の時間帯別利用者人数を積み上げて，最大乗車予定

人数を推計した。また，GSM は，7 人乗りおよび 16 人

乗りの車種を想定し，利用希望人数に応じて各時間帯の

必要な台数を推計した。 

４．分析結果 

４．１ 利用希望施設の移動頻度の分析結果 

GSM の利用意向について回答した 1,345 人のうち，

GSM を利用希望者は 315 人（全体の 23.4%）となった。

315 人の第 1希望～第 3希望まで含めた利用施設の 1 週

間あたりの移動頻度を算出した結果，最も GSM で利用

したい施設はヤオコー（スーパー）で，1 人あたり週に

1.9 回の利用を希望する結果となった（図－２）。次に利

用希望が多かったのは，地区内の主要施設以外の施設

である「地区内他」となり，移動頻度は導入前に比べて

0.6 回増加しており，地区内の移動が増加する結果とな

った。一方で，導入前後の全施設における移動頻度の平

均はいずれも 1.23 回となり，導入前後の移動頻度に大

きな変化はみられなかった。 

図－２ 導入前後の施設別移動頻度 

４．３ GSMの新規需要とモーダルシフトの分析結果 

GSM の利用者数の推計にあたり，移動頻度や利用時間

が未記入である回答を除外した結果，利用希望者は 207

人となった。その内訳として，新たな目的地への移動を

希望した新規需要の利用者は 17 人，既存交通手段から

のモーダルシフトは 184 人，既存交通からの転換および

新規に GSM で移動利用する人は 6 人となった。 

また，第 1 希望の利用希望施設へ移動する際の既存交

通手段は自動車を利用している人が最も多く，160 人と

なった。それ以外には徒歩（20 人），バス（14 人），自転

車（6 人），バイクとシニアカー（各 1 人ずつ）であった。

このことから日吉台地区に GSM を導入することで，自

動車からのモーダルシフトによるCO2削減効果なども期

待できることが示された。 

４．３ 停留所別乗車人数の推計結果 

GSM 利用希望者である 207 人の利用意向を基に第 1

希望～第 3 希望まで含めた乗車人数を集計した。その

結果を図－３に示す。横軸が停留所番号で縦軸が 1 日

あたりの乗車人数を示しており，全体的にスーパーの

ある 24 番の停留所までの乗車人数が多く，利用者が最

も多い 10 時台では 7 人乗りの GSM が 4 台，16 人乗り

の場合には 2 台必要になる結果となった。 

 
図－３ 停留所別乗車人数の推計結果 

５．結論  

本研究により，日吉台地区に GSM を導入した場合，

新規での移動需要はあまり多くないが，自動車からの

モーダルシフトによる利用者が多く見込める結果とな

り，CO2の削減が期待される結果となった。また，GSM

の導入により，買い物目的の移動頻度は増えないが，地

区内の他の施設への移動が多くなることが示された。 

今後の課題として，GSM の車両の選定や運行方法な

どについて具体的に検討していく必要がある。 
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